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－
ル
を
飲
ん
で
居
眠
り
す
る
人
も
）

旭
続
温
泉
ま
で
は
少
し
遅
れ
た
も
の

の
、
バ
ス
で
の
長
旅
に
も
皆
さ
ん
疲
れ
も

見
せ
ず
無
事
ホ
テ
ル
に
到
着
し
ま
し
た
。

翌
二
日
目
は
、
午
前
八
時
に
ホ
テ
ル

を
出
発
し
、
こ
の
旅
行
の
最
大
の
月
玉

で
あ
る
、
ぶ
ど
う
狩
り
へ
…
。
富
良
野

ワ
イ
ン
工
場
を
見
学
し
ラ
イ
ン
を
飲

み
過
ぎ
て
ほ
ろ
酔
い
ぎ
み
の
人
も
？
）

小
樽
で
昼
食
。
そ
し
て
、
い
ざ
仁
木
町
の

ぶ
ど
う
農
園
に
出
発
。
途
中
、
雨
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
が
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の

巧
み
な
話
術
と
、
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
過

ご
し
な
が
ら
農
園
に
到
着
し
ま
し
た
。

巾
標
津
町
農
協
熟
年
会
（
会
員
五
百
八

十
三
人
）
は
、
秋
期
研
修
旅
行
を
１
月
六

Ⅱ
か
ら
九
Ｒ
ま
で
一
一
一
泊
四
円
の
日
程
で
一
一

卜
八
人
が
参
加
し
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
ま
で
天
候
が
気
が
か
り
で
し
た

が
、
出
発
当
ｕ
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
目

指
す
旭
岳
撮
泉
へ
発
車
オ
ー
ラ
イ
ノ
・

初
Ⅱ
の
行
程
は
、
美
幌
峠
・
層
雲
峡
。

十
勝
岳
望
岳
台
・
旭
儒
楓
泉
ま
で
の
約

四
百
キ
ロ
。
途
中
、
車
内
か
ら
見
え
る
紅

葉
が
歓
声
が
出
る
程
、
と
て
も
き
れ
い
で

皆
さ
ん
ウ
ッ
ト
リ
ノ
ム
中
に
は
ア
ル
コ

秋
期
研
修
旅
行

中
標
津
町
農
協
熟
年
会

鐸=ハ

ぶ
ど
う
狩
り
は
、
味
見
を
し
な
が
ら

「
う
～
ん
、
う
ま
い
」
と
、
た
く
さ
ん
狩

っ
て
皆
さ
ん
大
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
農
園
か
ら
リ
ン
ゴ
を
皆
さ
ん
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
さ
ら
に
大
満
足
。

そ
の
後
、
二
日
目
の
市
泊
先
、
昆
布
温

泉
へ
向
か
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
温
泉

に
入
り
、
疲
れ
を
い
や
し
一
息
つ
い
て
、

宴
会
場
へ
。
お
い
し
い
料
理
に
舌
つ
づ
み

し
、
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

｜
、
｜
、
Ⅱ
は
、
ニ
セ
コ
高
原
道
路
か
ら

洞
爺
湖
、
昭
和
新
山
へ
行
き
記
念
写
真

を
と
り
、
登
別
伊
達
時
代
付
か
ら
登
別

温
泉
へ
。

思
い
出
に
残
っ
た
日
々
も
、
四
日
目

は
帰
町
の
日
。
苫
小
牧
か
ら
日
勝
峠
、

阿
寒
を
経
由
し
午
後
四
時
三
十
分
、
無

事
全
員
元
気
に
到
着
し
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
お
み
や
げ
に
、

来
年
も
健
康
に
翻
意
し
多
く
の
会
員
の

方
々
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

和気あいあい話に花が咲きました
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「
農
業
協
同
組
合
法
の

原
点
を
見
つ
め
よ
う
」

！ 本
年
十
Ｈ
１
九
日
は
農
業
協
同
組

合
法
（
農
協
法
）
が
公
布
さ
れ
て
か
ら

ち
ょ
う
ど
五
十
年
の
節
目
の
年
と
な
り

ま
す
。
農
協
法
か
公
布
さ
れ
ま
し
た
昭

和
二
十
二
年
は
、
ま
だ
戦
争
の
傷
跡
が

躯
々
し
い
食
糧
難
の
時
代
で
あ
り
ま
し

た
。
農
協
法
は
農
業
団
体
を
農
民
に
よ

る
牒
鶴
の
自
主
的
団
体
た
ら
し
め
、
こ

れ
に
よ
っ
て
農
民
の
自
主
的
立
場
を
確

保
し
、
こ
の
団
体
の
発
逮
を
促
進
す
る

｣『＝、

蕊
［ 

■～ 

北海道腱堆協同ﾎﾟⅡ合'１１尖会

全農藤里予貞雄

条を員合が｜」求事会１１めな競はｌＴｌＩ長や都度画協けれをとこ

鮒鰹鐇腎議ilii孵戦鴬'iIlilMu鰯iiii悪溺鮭

口徴蝋簾蝋震鱗轤蝿艫朧鮭
設砦大う？ま－|‐織仁のい変取他輸整物疎とで産されでのを的、

霊灘灘ii鰄蝋度鞠
１１上協すつ÷しをの、情まが会競と今侍経伴労経は組のて位ノノ

蕊邑羅農懲騨ｋ：蝋＄R,繩醐<設雌i1lI“
経八と合組協今がの社。今は化間にの成卜］の高立農かさ上進

IP曰、

た
今
日
に
あ
り
ま
し
て
も
、
組
合
の
存

在
意
義
を
確
認
し
た
も
の
と
し
て
何
等

変
わ
ら
な
い
思
想
で
あ
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
な
ら
び
に
役
職
員
各

位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
五
十
周
年
の
節

目
を
契
機
に
、
い
ま
一
度
、
農
協
法
の

精
神
と
思
想
の
原
点
を
兄
つ
め
て
将
来

的
な
課
題
に
取
り
組
み
、
益
々
充
実
し

た
組
織
と
し
て
発
展
し
、
組
合
員
の
営

農
と
生
活
を
守
る
砦
と
し
て
の
役
割
を

共
に
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

町

掌



ありがとうございます
おかげ急まで開店27周年

/P胃Ｉ

Ａ
コ
ー
プ
中
標
津
店
は
、
昭
和
四
十

五
年
十
・
月
一
Ⅲ
に
開
店
以
来
、
早
い

も
の
で
一
一
十
七
周
年
券
」
迎
え
、
細
谷
負

は
も
と
よ
り
、
町
内
の
消
費
菅
に
さ
さ

え
ら
れ
、
品
質
向
上
と
安
定
供
給
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

悠
謝
祭
、
三
日
間
の
特
別
企
画
と
し

て
、
先
着
一
一
百
人
に
天
恵
米
コ
シ
ヒ
カ

リ
五
零
画
が
二
１
人
、
牛
乳
一
脳
と
玉
子

一
ケ
ー
ス
が
セ
ッ
ト
で
二
百
八
十
人
に

そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
約
三
千

人
の
お
客
様
に
来
店
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、
Ｚ
ｎ
Ⅱ
の
特
別
企
画
は
、
米
、

伯
爵
い
も
、
生
鮮
食
品
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
三
日
月
は
一
フ
ッ

キ
ー
賞
付
ビ
ッ
グ
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、

新
春
鮭
が
ｈ
十
人
、
農
協
乳
製
品
下
場

の
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
と
水
食
セ
呼
卜
が
二

百
五
１
人
に
、
朝
早
く
か
ら
並
ん
で
い
た

だ
い
た
お
雰
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。 開
店
一
一
十
七
周
年
を
迎
え
た
Ａ
コ
ー
プ
中
標
津
店
の
大
感
謝
祭
が
、
十
月
七
日

か
ら
九
日
ま
で
の
三
日
間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ａ
コ
ー
プ
中
標
津
店
士
人
閉
胤
謝
鯏
幽
示

匠甫

期
間
巾
の
来
店
客
数
は
約
八
千
六
行

人
で
前
年
を
上
回
り
、
供
給
額
も
約
三

千
二
百
万
円
で
削
年
を
上
呵
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

長
年
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
今
後
比
〈

Ａ
コ
ー
プ
中
標
津
店
を
ま
す
ま
す
ご
利

用
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
中
し

上
げ
ま
す
。

,ク



最
近
農
場
で
Ⅱ
立
つ
Ⅲ
題
に
蹄
の
病

気
が
あ
り
ま
す
。

蹄
が
脈
れ
ぼ
つ
た
い
。
飛
節
か
腫
れ

て
い
る
。
繋
ぎ
が
赤
い
、
腫
れ
て
い
る
。

蹄
が
不
均
等
に
す
り
減
っ
て
い
る
。
そ

ろ
り
そ
ろ
り
と
痛
そ
う
に
歩
く
。
尿
溝

に
足
を
い
れ
て
い
た
り
、
足
を
踏
み
変

え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
半
は
い
ま
せ

ん
か
。こ
れ
ら
の
症
状
が
見
ら
れ
る
と
、
蹄

禦
炎
な
ど
の
蹄
病
が
疑
わ
れ
ま
す
。
蹄

摘
は
乳
房
炎
や
四
変
な
ど
と
違
い
、
分

か
り
に
く
い
疾
病
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

確
実
に
牛
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。

足
が
痛
い
と
、
エ
サ
の
摂
取
堂
が
低

下
し
ま
す
し
、
発
情
行
動
も
弱
く
な
り

ま
す
。
「
脚
・
爪
の
管
理
は
、
牛
の
生
産
性

に
大
き
な
彰
響
を
持
っ
て
い
ま
す
」

蹄
病
が
増
え
て
き
た
原
因 蹄
の
管
理
を
見
直
そ
う

｜
北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

蹄
は
ロ
ほ
ど
に
物
を
言
う
！

足
の
病
気
が
目
立
つ
の
に
は
い
く
つ

か
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

牛
は
あ
の
細
い
足
で
七
百
篭
近
い
体

重
を
支
え
て
い
ま
す
。
足
に
か
か
る
圧

力
は
想
像
以
ｋ
で
す
。
で
す
か
ら
、
飼

養
環
境
の
悪
化
が
一
番
先
に
足
に
表
れ

ま
、
す
。

①
繋
ぎ
っ
ぱ
な
し
管
理
の
増
加

．
増
え
た
飼
養
頭
数
、
外
に
出
せ
ず

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上

・
爪
が
乾
く
暇
が
な
い

②
飼
養
管
理
面
の
変
化

・
高
水
分
サ
ィ
レ
ー
ジ
の
給
与
、
短

い
切
断
長

・
穀
類
比
率
の
増
加
、
固
め
食
い
な

ど
に
よ
る
ア
シ
ド
ー
シ
ス

こ
れ
ら
の
こ
と
が
な
い
か
ど
う
か
、

確
認
し
て
お
く
こ
と
が
人
事
で
す
。

蹄
の
観
察
ポ
イ
ン
ト

俸詞

蹄
に
は
蹄
輪
や
分
娩
線
と
い
う
繊
線

が
見
ら
れ
ま
す
。
（
図
一
）
こ
れ
ら
は
、

飼
養
管
理
に
よ
っ
て
数
や
大
き
さ
が
変

わ
り
ま
す
。

爪
は
蹄
冠
部
で
作
ら
れ
ｒ
に
伸
び
る

の
で
す
が
、
ア
ン
ド
ー
シ
ス
が
起
こ
る

と
、
こ
の
蹄
冠
部
分
に
炎
症
が
起
こ
り

ま
す
。
こ
の
炎
症
の
跡
が
蹄
輪
と
な
る

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
蹄
輪
と
疾
病
と

は
関
係
が
深
く
、
蹄
輪
の
数
が
多
い
ほ

ど
過
去
の
疾
病
も
多
い
と
い
え
ま
す
。

根
釧
農
試
の
試
験
研
究
で
は
、
Ｔ
Ｄ
Ｎ

允
旭
率
が
低
い
ほ
ど
蹄
輪
、
分
娩
線
の

幅
が
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。
（
表
二

「
蹄
は
あ
な
た
の
管
理
の
履
歴
書
で

す
」

対
策

Ｉ
飼
養
管
理

ル
ー
メ
ン
内
の
発
酵
を
適
切
に
す
る

こ
と
が
蹄
病
の
第
一
の
対
策
で
す
。
粗

濃
比
で
四
五
訂
を
確
保
す
る
。
一
同
の

穀
類
の
給
与
量
は
三
・
血
霊
位
を
上
限

に
。
Ｔ
Ｍ
Ｒ
は
混
ぜ
す
ぎ
な
い
。

Ⅱ
削
蹄

定
期
的
な
削
蹄
を
行
な
い
、
爪
の
形

を
籍
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
．
出

来
れ
ば
、
年
に
二
回
は
爪
を
切
っ
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。

#￣ 

図'１
表１分娩線の幅と分娩後のＴＤＮ充足率

ＴＤＮ充足率
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分娩線の幅
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分蛎

９８６％ 0」ｃｍ以下
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内蹄 外蹄
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研
修
牧
場
は
昭
和
五
１
九
年
よ
り
家

畜
改
良
事
業
団
の
技
術
指
導
を
受
け
、

Ｅ
Ｔ
業
務
に
取
り
組
み
、
各
地
区
の
酪

農
家
に
出
向
き
採
卵
も
夷
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ｅ
Ｔ
実
施
成
績
は
七
年
ま
で
に
（
移

柚
）
．
千
二
百
十
Ⅲ
頭
。
（
採
卵
）
九
百

頭
実
施
さ
九
高
成
績
を
卜
げ
て
い
ま
す
ｃ

Ｅ
Ｔ
牛
の
管
理
・
技
術
両
に
お
い
て
佐

藤
技
師
よ
り
い
ろ
い
ろ
お
話
し
が
あ
り
、

受
精
卵
化
産
娘
作
を
兄
学
し
ま
し
た
。

Ｅ
Ｔ
実
施
牧
場
龍
旧
宅
は
昭
和
五
十

｜
｜
｜
年
目
を
迎
え
る
本
年
、
会
員
八
人
に
よ
り
（
日
帰
り
。
｜
泊
）
に
て
実
施
さ

れ
、
ホ
ク
レ
ン
畜
産
実
験
研
修
牧
場
及
び
近
隣
牧
場
一
一
戸
を
視
察
致
し
ま
し
た
。

現地研修会
終えろ
Ｅ
Ｔ
 

１０月24日拓農･阿部牧場におい

て、会員12人の参加により開催さ
れました、

に
関
す
る
視
察
研
修
開
催
さ
れ
る

中
標
津
Ｅ
Ｔ
Ａ

．〃守君

蕊
JＡ中標津実施成織

2-8年
舎計

'f=可Ｉ６年 ７年 ８１二

採卵廷頭数１９１２４３４１５９

回収ﾘ''数．F均１５.(）９．１１７．７１８２

正常ﾘN数平均２．７６．３３．３４．Ｆ

正常卵率５４７６９．７４２．５５９９

新鮮ﾘ'１移Ｉ１ｈ２４４４２７１８８

凍結保存’２２１］0２１８６１５０２ＥＴ現地研修

阿
部
牧
場
の
経
営
概
況
及
び
Ｅ
Ｔ
事

業
生
産
雌
牛
状
況
な
ど
、
Ｅ
Ｔ
生
産
の

取
り
組
み
方
に
つ
い
て
話
し
を
伺
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
視
察
報
告
及
び
Ｅ
Ｔ

に
関
す
る
情
報
交
換
な
ど
、
焼
き
肉
を

岡
ん
で
の
有
意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま

し
た
。
〈
当
初
計
画
さ
れ
て
い
た
Ｅ
Ｔ

事
業
に
よ
る
籠
産
娘
牛
の
牒
示
が
都
合

に
よ
り
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
）

人
年
頃
よ
り
Ｅ
Ｔ
に
取
り
組
み
、
百
頭

以
上
（
牛
群
の
四
分
の
一
）
の
娘
牛
が

生
一
蔭
さ
れ
、
そ
の
成
果
を
見
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
雄
牛
も
紫
翻

さ
れ
、
種
雄
牛
と
し
需
要
が
あ
り
一
般

農
家
と
は
違
っ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
Ⅱ
帰
り
組
と
一
泊
組
に
分
か

れ
、
Ⅱ
帰
り
組
は
津
別
峠
の
紅
葉
を
１

分
堪
能
し
て
帰
り
ま
し
た
。

翌
Ⅱ
、
什
野
牧
場
で
は
平
均
体
格
得

点
八
六
・
レ
ハ
と
高
レ
ベ
ル
の
群
に
驚
き
、

そ
の
中
に
天
皇
杯
を
受
賞
し
た
エ
コ
ー

ミ
ス
ト
号
（
九
五
点
）
が
日
を
引
き
ま

し
た
。
本
牛
に
採
卵
計
画
、
他
に
Ｅ
Ｔ

事
業
輸
入
卵
の
導
入
予
定
が
あ
り
、
娘

扣
月
扣
日
～
Ⅱ
日

練■史

牛
達
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
酪
農
家
で

し
た
。

最
後
に
受
精
卵
移
植
は
雌
牛
側
か
ら

の
改
良
ス
ピ
ー
ド
が
早
い
た
め
、
技
術

な
ど
の
進
歩
に
よ
り
、
さ
ら
に
確
立
さ

れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
受
精

卵
は
早
く
消
化
し
、
牛
を
媚
塵
す
る
事

が
肝
要
で
あ
る
事
が
話
し
合
わ
れ
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
標
津
Ｅ
Ｔ
Ａ
視
察
研
修
は
、

来
年
も
計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

会
員
の
艀
さ
ん
が
参
加
で
き
、
有
意
義

な
研
修
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
恵
兄
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

￣ 

／ 
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十
月
十
五
口
十
一
時
頃
、
中
標
津
を

出
発
し
十
一
一
吋
過
ぎ
に
女
満
別
空
港
に

着
き
、
昼
食
を
と
り
搭
占
屋
へ
向
け
川

発
し
ま
し
た
。
十
六
時
１
分
に
名
古
屋

に
着
き
、
半
円
市
へ
向
か
い
ま
し
た
。

（
約
一
時
間
）
。
十
七
時
二
卜
分
頃
よ

り
、
住
占
酪
農
発
展
会
長
・
小
島
隆
牧

場
へ
六
時
頃
に
着
き
、
全
員
移
動
の
疲

れ
も
な
く
、
｜
日
目
の
視
察
に
入
り
ま

し
た
。

中
島
牧
場
で
は
、
｜
｜
『
百
頭
を
繋
ぎ
搾

乳
と
い
う
事
で
全
員
〃
唖
然
”
（
六
十

蝋
列
が
五
列
あ
る
）
。
．
Ｈ
六
・
｜
｜
｜
‐
診
、

年
間
Ｚ
下
三
百
Ｉ
鯵
Ⅲ
荷
、
六
八
搾
乳
（
ト

ル
コ
人
四
人
、
Ⅱ
本
人
二
人
、
パ
ー
ト

｜
人
）
で
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。
昨
年

は
二
千
名
行
‐
・
出
荷
で
、
一
一
一
億
五
千
万

Ⅲ
の
総
収
入
で
し
た
Ｆ
１
も
含
む
）
。

．
ｕ
六
四
給
餌
で
、
給
食
セ
ン
タ
ー

で
使
っ
て
い
る
酪
合
を
使
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
牛
は
全
て
和
牛
の
入
っ
た
牛
を

購
入
し
Ｆ
１
と
し
て
出
荷
．

一
一
件
Ⅱ
は
九
二
牧
場
、
榊
原
贋
さ
ん

宅
で
、
約
叔
十
頭
、
年
間
四
百
ト
ン
出
荷
。

七
時
頃
ホ
テ
ル
に
着
き
、
風
呂
に
入

る
暇
も
な
く
七
時
三
十
分
よ
り
半
円
巾

酪
農
組
合
の
森
組
合
長
も
参
加
さ
れ
、

交
流
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

良い牛を販売、
ざらに良い牛の生産を

ＩＦ弓、

安一中標津乳↓「改良同志会金子

森
組
合
長
に
よ
る
と
、
半
川
巾
で
は

和
牛
の
入
っ
て
い
る
牛
し
か
購
入
し
な

い
と
の
事
で
し
た
。
乳
価
は
夏
而
Ⅱ
円
、

冬
七
十
五
円
で
八
○
訂
が
飲
用
、
二
○

訂
が
加
工
乳
で
す
，

」
父
流
会
は
大
変
良
い
雰
囲
気
で
二
次

会
へ
行
き
二
日
目
が
終
わ
り
ま
し
た
。

若
い
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
本
州
へ
視
察
へ
行
こ
う

得、

翌
日
几
時
頃
、
中
島
さ
ん
と
柵
原
さ

ん
が
迎
え
に
来
て
く
れ
、
平
和
牧
場
に

行
き
ま
し
た
。

Ｅ
Ｍ
菌
を
使
用
し
、
そ
れ
に
対
し
県

よ
り
三
年
間
補
助
が
あ
る
と
の
事
。

十
時
三
１
分
に
名
古
屋
か
ら
高
山
へ

四
時
間
の
移
動
〈
た
ま
に
汽
車
も
良
い

右･飛騨日清､左･飛騨福桜､共に岐早の午で種はます入らない

』



洲
費
税
で
約
丁
蝋
分
く
ら
い
対
応
出
米

る
と
の
事
。
そ
の
後
兀
件
の
農
家
を
視

察
、
こ
の
地
区
で
は
ほ
と
ん
ど
中
標
津

の
牛
を
導
入
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

自
家
樅
産
の
作
は
育
成
牧
場
に
初
妊
ま

で
孤
什
、
Ⅲ
１
万
Ⅲ
位
で
帰
っ
て
き
ま

す
。交
流
会
で
は
几
戸
の
酪
農
家
の
参
加

蛇ｌま｜Ｔｌイ|〈乳をで’たしノガンビてれん１１」も
孔．Ｚす頭で四）'１イ「作ジ荒谷でタスい、が下の
IHlII゜分作月、利Ｉ）を．い二｜とる近迎さだ
は＋搾を’）か乾に、II1l1スｉ'二をいマ戸えん＝
Ｉｉｉｌ'１乳作、ら乳人輸々ンタ’1Ｍ硯うルでにと満
l･賛１，つ魂ﾐ1ⅡﾉＬ人のｻ|か察給ﾁ行米他山
円税はて仏キを、乾上イトけへ食汁なて［１１で
＋、｜[りいニサ昨搾草地しし話ノｔセ１つくさｂｔ

が
あ
り
、
話
し
が
は
ず
み
ま
し
た
。

翌
日
、
岐
阜
県
肉
牛
研
究
セ
ン
タ
ー

を
視
察
（
岐
阜
は
安
福
（
和
牛
）
の
枚

郷
）
、
朝
Ⅲ
、
高
山
屋
台
会
館
を
見
学
。

山
下
宅
に
て
”
松
茸
”
入
り
ウ
ド
ン
を

ご
ち
そ
う
に
な
り
〈
山
下
さ
ん
の
お
父

さ
ん
も
参
加
さ
れ
、
築
而
平
と
い
う
住

宅
で
Ⅱ
本
酒
を
酌
み
交
し
な
が
ら
大
変

岸乱

住吉では組合長も参加し交流会

お
い
し
い
食
事
だ
っ
た
）
、
名
古
層
へ
と

移
動
し
ま
し
た
．
夜
は
飛
騨
牛
の
焼
肉

を
堪
能
し
、
そ
れ
ぞ
れ
夜
の
名
古
尾
へ

と
消
え
て
行
き
ま
し
た
（
そ
っ
ち
も
埖

能
）
。最
終
川
は
朝
九
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
、

元
気
に
中
標
津
へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

私
自
身
、
大
変
見
る
に
値
す
る
研
修

諄い

で
あ
り
、
こ
の
様
な
機
会
を
い
え
て
く

れ
た
事
を
う
れ
し
く
魁
い
ま
す
。
ま
た

住
吉
、
高
山
で
お
肚
話
に
な
っ
た
方
々

に
お
礼
申
し
上
げ
、
Ⅲ
志
会
府
県
祝
察

研
修
の
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
カ
メ
ラ
の
具
合
が
悪
く
、
牛
の
写
真

が
ほ
と
ん
ど
ダ
メ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

巾
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
）

おいしそうなマツタケ

夕



世
界
各
国
で
愛
読
さ
れ
て
い
る
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
専
門
誌
“
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
誌
”
几
Ｈ
号
に
、

枇
界
巾
で
成
績
の
優
れ
て
い
る
種
雄
牛

と
し
て
Ｉ
四
カ
門
か
ら
七
十
二
頭
の
種

雄
牛
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

小
の
一
頭
に
ｎ
本
の
種
雄
牛
が
褐
戦

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
報
告
致
し
ま
す
。

種
雄
牛
は
Ｈ
３
Ｏ
８
ａ
ル
ッ
ッ
メ

ド
ー
ス
ビ
ー
ス
タ
ー
ミ
ッ
ク
ス

Ｅ
Ｔ
（
父
》
ブ
ラ
ッ
ク
ス
タ
ー
）
で
、

Ⅱ
本
に
お
い
て
九
月
に
公
表
さ
れ
た
評

価
成
績
で
総
合
指
数
二
位
、
経
済
効
果

二
十
四
位
、
決
定
得
点
二
位
と
ト
ー
タ

ル
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
ス
タ
ー
息
了
牛
は
、
こ
の

他
に
十
三
頭
褐
戦
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
中
で
も
ミ
ッ
ク
ス
は
世
界
の
ブ
ラ
ッ

ク
ス
タ
１
息
子
牛
の
中
で
も
、
体
型
的

に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
ｎ
本
か
ら
た
だ
唯
一

の
一
頭
の
出
品
？
と
な
り
ま
し
た
。

ミ
ッ
ク
ス
の
異
父
兄
弟
に
は
ア
メ
リ

カ
の
Ｔ
Ｐ
Ｉ
ｋ
位
を
賑
わ
し
た
ル
ッ
ッ

メ
ド
ー
ス
イ
ー
マ
ニ
デ
ル
Ｅ
Ｔ

（
父
如
イ
ー
グ
ル
）
が
お
り
、
フ
ァ
ミ

世
界
が
認
め
た
曰
本
の
種
雄
牛
ミ
ッ
ク
ス
を
牛
群
串
に
／

リ
ー
か
ら
も
北
米
の
優
良
遺
伝
子
を
Ⅶ

き
継
い
で
い
ま
す
。

紹
介
さ
れ
た
種
雄
牛
を
国
別
に
見
ま

す
と
〈
表
二
、
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
フ

ラ
ン
ス
が
多
く
、
カ
ナ
ダ
と
ド
イ
ツ
が

同
数
で
す
。
昨
年
よ
り
Ⅱ
本
で
も
フ
ラ

ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
精
液
が
販
売
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
の
遺
伝
子
も
世
界
規
模
で
淀

目
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

父
親
別
に
見
る
と
（
表
一
一
）
、
や
は
り

ブ
ラ
ヅ
ク
ス
タ
ー
が
一
番
多
く
、
各
国

で
能
力
、
体
型
の
改
良
に
貢
献
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
次
い
で
エ

ア
ロ
ス
タ
ー
、
リ
ー
ド
マ
ン
と
続
い
て

い
ま
す
。

今
回
掲
載
さ
れ
た
七
十
二
頭
は
、
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

誌
で
選
定
し
た
も
の
で
す
が
、
枇
界
中

で
幅
広
く
読
ま
れ
て
い
る
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
専
門
誌
に
Ｒ
本
の
種
雄
牛
が
紹
介
さ

れ
た
こ
と
は
、
日
本
の
遺
伝
的
改
良
が

枇
界
に
受
け
入
れ
ら
れ
飴
め
た
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
種
付
に
対
し
て
後
肢
の
角
度
に
つ

い
て
注
意
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

バー､

か
｛
注
意
点
を
さ
が
す
と
す
れ
ば
）
．

ま
た
、
ゴ
ー
ル
ド
パ
ッ
ク
な
ど
ス
タ

表１国別種雄牛頭数

頭数国名

７
２
９
０
８
６
８
２
１
１
１
１
１
１
 

１
１
 

アメリカ

フランス

カナダ

ドイツ
オランダ

イタリア

デンマーク

オーストラ

イギリス
スウェーテ

『５房9
7 

スウェーデン

スペイン

ニュージーランド

南アフリカ共和座
Ⅱ水

ＨＤ２０２０３生逆璽事業所
49514Ｈ3088ミックス －

バ
ッ
ク
系
に
合
う
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

合計 7１ 

表２父親別種雄牛頭数

父親頭数

う゛ラックスター

エアロスター

リードマン
クレイタス
サウスゥイシド

４
２
０
６
６
３
２
ワ

ー
１
１

エアロスター

リードマン
クレイタス
サウスゥィ＞

マスコット
ポバカピー
リンデイ

‐マスコ

シープルツクゲムメピースター
真狩村佐々木和晃氏所有
母の父ローマンデーノレェヲゴールドパロ'ク
H3088の娘牛
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国名 頭数

アメリカ

フランス

カナダ

ドイツ
オランダ
イタリア
デンマーク

オストラリア
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スウェー・デン

スペイン
ニュージーランド

南アフリカ共和国
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父親 頭数

ブラックスタ・‐

エアＴＪスター‐

ﾉｰ‐ドマン
クレイタス
サウスウイン!<
マスコッ１，
ポバガピー

;ノン･デイ



手
づ
く
り
公
園

「
ま
た
お
ち
憩
い
の
里
」

完
成
記
念
式
典

俣
落
地
区
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
づ
く
り
公
園
「
ま
た
お
ち
憩
い
の
里
」
が
完
成

し
、
十
月
十
一
一
一
日
に
完
成
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

〆E弓ｑ

瘤〆

〆

俣落小中学校の児童､生徒が、くす王を割り､完成を祝いました

憩
い
の
里
は
、
以
前
、
人
工
池
が
あ

っ
た
所
で
、
池
を
埋
め
立
て
、
小
中
学

校
敷
地
内
の
「
四
○
五
湿
原
」
を
含
め

て
一
・
几
禰
の
総
面
穫
に
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
（
十
八
ホ
ー
と
、
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル

場
、
東
屋
、
小
公
園
、
駐
車
場
が
約
一
一

年
か
け
て
造
成
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
は
、
憩
い
の
聰
の
整
備

に
携
わ
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
と
、
同
校

児
童
生
徒
が
出
席
し
、
同
校
児
童
生
徒

の
代
表
四
人
が
、
く
す
玉
を
割
っ
た
あ

と
、
俣
落
連
合
会
の
鷲
見
孝
会
長
が
「
す

ば
ら
し
い
自
然
環
境
を
生
か
し
た
地
域

住
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
が
で
き
て
う
れ

し
い
。
心
の
麿
場
と
し
て
多
く
の
人
々

の
利
用
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
続
い
て
来
賓
の
析
出
責
町
長
、

藤
田
清
町
議
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
に
続
い
て
、
祝
賀
会
が
行
な
わ

れ
、
憩
い
の
里
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

御岳

気
象
概
況
こ
の
期
間
、
１
｜
月
と
ト

ー
月
は
気
温
の
変
動
が
大
き
く
、
｜
月

は
気
温
の
高
い
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
期
間
の
平
均
気
温
は
高
い
可
能
性

が
大
き
い
で
し
ょ
う
。
降
雪
（
水
）
殻

は
平
年
北
の
見
込
み
で
す
。

十
一
月
天
気
は
数
Ⅲ
周
期
で
変
わ
る

で
し
ょ
う
。
低
気
圧
の
通
過
後
は
一
時

冬
型
の
気
圧
配
橋
と
な
る
見
込
み
で
す
。

平
年
と
同
様
に
、
日
本
海
側
で
は
曇
り

や
雨
、
ま
た
は
雪
の
、
が
多
く
、
太
平
洋

側
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
で
は
晴
れ
の
Ｒ

が
多
い
て
し
よ
う
。
気
温
の
変
動
が
入

き
い
見
込
み
で
す
。

十
二
月
平
年
と
同
様
に
、
ｕ
本
海
側

で
は
曇
り
や
雪
ま
た
は
雨
の
Ｈ
が
多
く

太
平
洋
側
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
で
は
晴

れ
の
Ｈ
が
多
い
で
し
ょ
う
。
気
温
の
変

動
が
大
き
い
見
込
み
で
す
。

一
月
冬
型
の
気
圧
配
置
は
長
続
き
し

な
い
で
し
ょ
う
，
平
年
と
比
べ
日
本
海

側
で
は
雪
の
Ⅱ
が
少
な
く
太
平
洋
側

や
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
は
曇
り
や
雪
の
日

が
多
い
見
込
み
で
す
。
気
温
の
高
い
日

が
多
い
で
し
ょ
う
。

Ｓ
力
肩
予
報

１
１
 

Ｉ
 

札
幌
管
区
気
象
台
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蕊
佐
藤
敏
さ
ん
宅
の
次
男
・
学
く
ん
は
、

た
だ
い
ま
三
歳
の
元
気
で
活
発
な
男
の

鈩十。か
く
れ
ん
ぼ
が
人
好
き
で
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
が
牛
舎
か
ら
あ
が
っ
て

く
る
と
、
ワ
ザ
と
か
く
れ
て
遊
ぶ
そ
う

（
か
く
れ
る
所
は
い
つ
も
同
じ
と
か
…
）

ま
た
、
お
買
い
も
の
に
い
く
と
、
き
室

っ
て
お
瘤
の
中
で
の
か
く
れ
ん
ぼ
入
会

が
始
ま
り
、
お
店
の
人
に
も
行
各
に
な

「
て
る
と
か

け
れ
ど
、
あ
る
日
と
て
も
お
府
が
混

,仔璋馬

－■￣￣伊

鑿鰯

妬腱地区佐藤敏･保江さんご夫妻
歩蔽Ｕｊ

次ﾜﾖ堂〈ん(８歳）
一国型

ん
で
い
て
、
か
く
れ
て
は
み
た
も
の
の

お
母
さ
ん
を
見
失
っ
て
し
ま
い
、
泣
き

だ
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
お
ち
や
め

さ
ん
な
の
で
す
。

五
年
生
の
お
兄
ち
ゃ
ん
と
、
二
年
化

の
お
姉
ち
ゃ
ん
が
い
る
学
く
ん
に
と
っ

て
遊
び
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
達
の
影
響

が
大
き
い
よ
う
。

フ
ァ
ミ
コ
ン
の
前
に
座
る
と
、
大
人

顔
負
け
の
腕
を
披
露
し
、
び
っ
く
り
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

「
ま
だ
字
も
読
め
な
い
の
に
、
本
（
攻

略
本
）
を
見
な
が
ら
ゲ
ー
ム
す
る
の
よ
」

と
お
け
さ
ん
も
砦
笑
い
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
ゲ
ー
ム
の
Ⅲ
手

に
か
り
出
さ
れ
、
大
蝉
闘
し
て
い
る
よ

'戸、

やんちゃっ子だけど､虫か大キライなのです

う
で
す
ｃ

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
ト
ラ

ク
タ
ー
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
上
手
に
作
っ
た

り
も
で
き
る
と
い
う
器
川
な
而
も
あ
る

学
く
ん
。

「
お
兄
ち
ゃ
ん
述
に
比
べ
る
と
、
や
っ

ぱ
り
一
番
や
ん
ち
ゃ
で
、
き
か
な
い
か

も
」
と
話
す
お
趾
さ
ん
で
す
が
、
時
々
、

赤
ち
ゃ
ん
の
真
似
を
し
て
、
Ⅲ
え
る
所

な
ん
か
は
、
や
っ
ぱ
り
未
っ
ｒ
、
カ
ワ

イ
イ
時
期
な
の
で
す
ね
。

「
病
気
な
ん
か
せ
ず
に
、
人
を
キ
ズ
つ

け
た
り
し
な
い
優
し
い
十
に
育
っ
て
ほ

し
い
」
と
の
お
帥
さ
ん
の
願
い
辿
り
、

優
し
い
家
族
に
囲
ま
れ
て
、
元
気
に
ス

ク
ス
ク
育
っ
て
い
ま
す
。

来
年
の
作
に
は
、
保
育
所
へ
迪
い
始

め
る
そ
う
で
、
た
く
さ
ん
お
友
達
が
で

き
る
の
を
鞭
し
み
に
し
て
い
る
学
く
ん

で
し
た
。

家の隼でも元気いっぱい

グ雪



合
理
化
で
ん
粉
Ⅲ
場
の
原
料
受
け
入

れ
開
始
時
期
に
人
雨
が
あ
り
、
心
配
さ

れ
た
天
候
も
、
安
定
し
た
秋
の
好
天
と

な
り
ま
し
た
。
で
ん
粉
工
場
も
順
調
に

操
業
し
て
お
り
、
ま
た
、
馬
鈴
し
よ
、

ビ
ー
ト
も
天
候
に
恵
ま
れ
て
、
平
年
作

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

馬
鈴
し
ょ
で
は
生
食
、
加
工
が
供
給

過
剰
気
味
で
下
落
し
て
い
ま
す
。
ビ
ー

ト
は
糖
分
が
一
八
訂
を
越
え
る
様
で
す
。

今
年
の
畑
作
物
価
格
は
馬
鈴
し
ょ
の

政
府
基
準
価
格
、
ビ
ー
ト
の
生
産
者
価

格
の
引
き
Ｆ
げ
と
、
糖
分
帯
の
見
直
し

と
な
り
ま
し
た
。
図
際
化
と
は
い
え
、

今
の
段
階
で
の
農
畜
産
物
価
格
の
引
き

下
げ
は
納
得
出
来
な
い
も
の
で
す
。
農

家
手
取
り
が
実
質
Ｆ
が
ら
な
い
関
連
対

策
に
、
今
後
は
努
〃
し
て
ま
い
り
ま
す
（

卜
月
の
上
旬
よ
り
二
週
間
に
わ
た
り
、

中
央
酪
農
会
議
主
催
の
ア
メ
リ
カ
酪
農

の
研
修
団
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た

の
で
報
告
を
致
し
ま
す
。

団
員
は
、
中
央
酪
農
会
議
、
生
産
者

団
体
、
乳
業
、
今
農
、
公
庫
、
経
済
連
、
農

畜
産
事
業
団
な
ど
に
よ
る
二
十
２
人
で

ア
メ
リ
カ
農
業
を
視
察
し
て
①

な
ど
な
ど
で
す
．
訪
問
先
は
、
ワ
シ
ン

ト
ン
の
米
国
農
務
省
、
バ
ー
モ
ン
ト
州

の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
チ
ー
ズ
工
場
と

販
売
店
、
．
Ｉ
ネ
ル
大
学
、
シ
カ
ゴ
の

牛
乳
先
物
取
引
所
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

し
た
．
主
な
研
修
テ
ー
マ
は
、
米
国
酪

農
産
業
の
概
況
及
び
酪
農
政
策
の
概
要
。

几
六
年
農
業
法
、
乳
価
の
し
く
み
、
環

境
問
題
、
Ｂ
Ｓ
Ｔ
｛
牛
乳
増
産
の
た
め

の
ホ
ル
モ
こ
酪
農
組
織
、
牧
場
視
察

「 、●合同のたより……
鐸､

長曰誌
代表理事組合長

弗少ら１０J］ｈｂ凸

Ｌ三友盛行

大
学
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
農
務
肯
、

東
部
、
巾
東
部
、
西
海
岸
の
代
表
的
な

一
一
一
牧
場
を
挑
察
、
研
修
し
ま
し
た
。

米
国
で
は
五
年
征
に
農
業
法
が
新
し

く
制
定
さ
れ
ま
す
。
几
六
年
に
新
農
業

法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
農
業
法

の
大
き
な
特
徴
は
従
来
の
、
減
反
に
よ

る
生
産
調
整
と
不
疋
払
い
制
度
を
廃
止

し
、
二
○
○
二
年
ま
で
に
農
家
直
接
同

定
支
払
制
度
を
導
入
し
、
以
後
は
原
則
市

場
原
理
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

穀
物
、
乳
製
品
と
も
に
米
国
の
農
業

政
策
の
基
本
は
国
際
市
場
価
格
に
リ
ン

ク
さ
せ
な
が
ら
、
生
産
者
と
国
際
市
場

の
問
に
不
足
払
い
を
位
置
づ
け
し
て
、

農
業
保
護
を
し
て
い
る
点
で
す
。

Ⅱ
本
と
の
人
き
な
差
異
は
、
米
、
乳

製
品
と
も
に
、
不
払
い
制
度
が
あ
り
な

が
ら
、
国
際
価
格
と
国
内
伽
格
が
隔
絶

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
米
国
で
は
政

府
機
関
で
あ
る
商
品
金
融
公
社
（
Ｃ
Ｃ

Ｃ
）
が
あ
り
、
生
産
物
を
担
保
と
し
た
、

量
的
無
制
限
の
買
い
入
れ
機
関
が
あ
り

ま
す
。
無
制
限
の
受
け
入
れ
の
最
終
処

理
は
、
補
助
金
付
輸
出
に
よ
る
海
外
市

場
で
の
処
分
で
す
。

米
国
は
市
場
原
理
に
よ
る
農
業
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
基
本
的
に
は
生

産
調
整
の
奨
励
金
、
不
足
払
制
度
に
よ

俵目､、

る
価
格
支
持
と
い
う
こ
と
を
研
修
し
て

思
い
を
新
に
し
ま
し
た
。

九
六
年
新
農
業
法
に
よ
る
と
、
三
○

○
三
年
か
ら
は
市
場
原
理
に
よ
る
農
業

が
展
開
さ
れ
る
計
画
で
す
。
各
分
野
の

担
当
者
に
よ
る
と
、
二
○
○
二
年
は
あ

く
ま
で
も
目
標
で
あ
り
、
明
Ⅱ
の
こ
と

も
分
か
ら
な
い
時
代
に
あ
っ
て
一
○
○

二
年
に
な
れ
ば
、
ま
た
、
そ
の
時
点
で

考
え
れ
ば
良
い
と
い
う
、
半
直
な
答
え

が
あ
り
ま
し
た
。
米
国
の
農
業
に
対
す

る
愛
着
と
巾
場
原
理
の
徹
底
と
、
複
雑

な
米
国
膿
業
を
垣
間
見
ま
し
た
の
で
、

次
号
に
て
報
告
致
し
ま
す
。

;藝画
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秋
咲
型
の
草
佗
も
姿
を
消
し
、
こ
れ

か
ら
は
室
内
観
賞
用
の
鉢
佗
が
小
心
に

な
り
ま
す
。
鉢
花
と
い
っ
て
も
大
変
多

く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は

年
々
需
要
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
洋

ラ
ン
に
ス
ポ
ソ
ト
を
あ
て
、
な
か
で
も

一
般
家
庭
に
広
く
殺
嬬
さ
れ
て
い
る
Ⅲ

蝶
蘭
ラ
ァ
レ
ノ
プ
シ
ス
）
に
つ
い
て
、

今
後
の
栽
培
の
要
点
を
述
べ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

『
四
季
の
栽
培
管
理

初
夏
か
ら
秋
ま
で
が
生
長
期
間
に
な

り
、
そ
の
後
、
花
芽
分
化
期
を
経
過
し

て
冬
は
生
長
を
休
止
し
、
開
花
期
を
迎

え
ま
す
。
能
長
期
間
中
は
、
肥
料
を
し

つ
か
り
与
え
、
水
も
十
分
に
与
え
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
光
も
重
要

で
す
が
、
強
い
光
は
葉
焼
け
の
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
遮
光
に
よ
っ
て
薄
日
を

長
く
当
て
る
よ
う
に
し
ま
す
。

こ
う
し
て
、
夏
が
過
ぎ
る
と
新
葉
が

．
》
枚
展
開
し
、
佗
芽
分
化
の
体
制
に
入

り
ま
す
が
、
あ
る
一
定
の
低
温
期
を
経

過
し
な
い
と
そ
れ
に
到
達
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
低
協
と
は
、
お
お
む
ね

一
八
℃
程
度
で
す
が
、
二
十
～
’
－
－
－
Ⅱ

の
遭
遇
期
間
が
必
要
で
す
。
花
芽
が
肉

眼
で
確
認
さ
れ
て
か
ら
几
１
日
で
開
花

し
ま
す
。

二
、
冬
期
間
の
栽
培
の
要
点

伝＝､

北根室地区農業改良普及センター

①
株
の
状
態

室
内
に
取
り
込
ま
れ
た
株
は
、
呪
在

液
温
の
低
ド
（
自
然
現
象
）
に
よ
っ
て

佗
芽
の
形
成
を
促
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
間
も
な
く
花
芽
が
顔
を
出
し
、

さ
ら
に
佗
茎
と
な
っ
て
仙
長
を
始
め
、

順
次
着
蕾
し
ま
す
。
川
蝶
剛
は
、
高
温

性
で
す
の
で
、
こ
の
時
期
は
保
温
に
努

め
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

①
置
き
場
所

住
宅
設
備
の
改
善
に
よ
り
、
人
間
舘

活
の
最
適
編
度
を
目
標
と
し
た
も
の
が

多
く
な
り
ま
－
）
た
。
こ
の
よ
う
な
暖
房

の
あ
る
部
屋
で
は
、
胡
蝶
聞
は
わ
り
あ

い
楽
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最

低
楓
度
は
一
八
℃
で
き
れ
ば
二
０
℃
確

保
し
た
い
も
の
で
す
。
夜
間
暖
房
を
切

る
部
屋
で
は
、
保
協
の
工
夫
を
し
て
ｒ

さ
い
。

③
灌
水

冬
は
暖
房
を
と
る
た
め
乾
燥
が
激
し

く
な
り
ま
す
。
｜
日
に
数
回
霧
水
を
与

え
ま
し
ょ
う
。
潅
水
は
艇
力
控
え
目
と

し
ま
す
が
、
夜
撒
一
五
℃
を
切
る
よ
う

な
場
合
は
七
～
十
日
に
一
Ｍ
程
度
と
し

ま
す
。
こ
の
時
期
は
休
眠
期
に
あ
た
り

ま
す
の
で
、
多
潅
水
は
根
腐
れ
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

β￣ 

④
肥
料

臘
度
が
１
分
保
て
る
場
合
は
、
生
育

を
続
け
て
い
ま
す
の
で
施
肥
が
必
要
で

す
。
し
か
し
、
｜
般
家
庭
で
は
、
む
し

ろ
失
敗
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で

中
止
し
ま
す
。

⑤
病
害
虫

通
風
を
良
く
し
て
病
害
虫
の
発
生
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
期
は
花
に
カ

イ
ガ
ラ
ム
シ
、
へ
ダ
ニ
の
発
生
が
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
よ
く
観
察
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

⑥
主
な
作
業

化
峯
が
ど
ん
ど
ん
伸
長
し
て
き
ま
す
。

お
お
む
ね
、
二
十
ｍ
に
達
し
た
ら
父
性

を
立
て
、
花
茎
が
真
直
ぐ
伸
び
る
よ
う

誘
導
し
ま
し
ょ
う
。

グ学



ク
ミ
ヵ
ン
九
月
末
の
状
況
は
、
昨
年

同
期
に
対
し
旗
か
り
残
高
で
二
下
〃
円
、

賃
趣
残
高
で
一
一
千
百
万
川
の
減
少
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
収
入
に
つ
い
て
は
、
乳

代
（
Ⅱ
Ｆ
一
百
万
円
）
、
個
体
販
売
（
三
千

二
、
〃
Ⅲ
）
、
農
産
収
入
〈
・
’
千
万
円
）
、

農
外
収
人
（
七
千
三
百
〃
円
）
な
ど
が
増

加
し
、
農
外
収
入
（
一
一
．
千
六
百
万
円
）
が

減
少
と
な
り
、
収
入
什
計
で
は
．
億
六

千
几
而
〃
川
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
ｎ

文
川
に
つ
い
て
は
、
飼
料
代
（
九
下
六

百
万
Ⅲ
『
租
税
諸
負
柧
（
Ⅲ
千
両
〃
Ⅲ
）

が
増
加
し
、
家
計
費
（
二
千
白
刀
円
）
、

資
金
返
清
（
’
千
一
一
一
百
万
円
）
、
そ
の
他

支
川
（
二
千
七
百
万
Ⅲ
）
も
増
加
と
な

り
、
支
出
合
計
で
一
億
六
Ｔ
八
百
万
円

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

貨
付
金
組
勘
含
む
貸
付
金
総
額
で
は
、

昨
年
同
期
に
比
べ
一
億
二
千
百
万
円
の

増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

貯
金
昨
年
同
期
に
比
べ
、
定
期
貯
金

二
億
九
千
七
行
刀
円
）
が
増
加
し
、
当

雁
性
貯
金
（
組
勘
預
リ
残
、
営
農
貯
金
、

近
代
化
貯
金
等
）
が
減
少
し
た
が
、
全

九
月
末
に
お
け
る
農
協
の
財
務
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｊ
凸
■
■
■鶴

1 

体
で
は
、
八
下
七
百
万
円
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
．
今
年
も
十
一
月
Ｉ
ｕ
か

ら
十
一
一
月
一
一
．
十
日
ま
で
の
期
間
ダ
ブ
ル

チ
ャ
ン
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
今
後
も
な
お
、
層
の
ご
協
刀

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

販
売
事
業
乳
代
で
は
、
前
年
を
上
回

っ
て
い
ま
す
が
、
共
計
で
ん
粉
の
減
少
に

よ
り
、
取
扱
高
で
一
億
三
百
万
Ⅲ
の
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ｒ
期
の
事
業
腿
開
に

つ
い
て
も
、
個
体
販
売
な
ど
に
積
椛
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

購
買
事
業
購
買
品
取
扱
高
に
つ
い
て

は
姫
産
資
材
で
．
億
》
一
千
二
万
万
円

（
肥
料
三
千
五
百
万
円
、
農
機
具
Ｌ
ハ
千

七
両
刀
円
、
牧
草
生
産
資
材
一
千
七
百

万
円
等
）
減
少
し
、
生
活
店
舗
が
一
一
千

七
百
万
円
の
増
加
と
な
り
、
全
体
で
は

九
千
五
両
〃
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
下
期
に
お
き
ま
し
て
一
層

の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

練西

況

事業概況各年度９月末現在(単位：百〃|L|）
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美里辨雫驫鷺
食料・農業・農村･地域に関する

崖ご
▲■ 

Ｃ） 

二V≦： 澱

ソ山
と上-A」

一

戸匂ベ、l骨へ

上
の
言
葉
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で

お
蔵
じ
み
の
公
共
広
告
機
構
の
意
見
広
告

の
コ
ピ
ー
。
こ
の
広
告
に
蓑
場
す
る
、
太

り
す
ぎ
て
動
く
こ
と
さ
え
苦
し
そ
う
な
猫

の
姿
が
、
晃
事
に
現
代
日
本
の
〃
飽
食
〃
多

象
徴
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
食
生
活
の

矛
盾
に
つ
い
て
思
わ
ず
考
え
さ
せ
ら
れ
て

し
ま
う
シ
ョ
ー
ッ
キ
ソ
グ
な
広
告
で
す
。

日
本
人
の
供
給
熱
量
と
摂
取
熱
量
の
差

は
年
々
拡
大
し
、
六
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を

超
え
て
い
ま
す
。
食
べ
残
し
て
捨
て
る
食

料
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。
地
球
上
で
八

億
四
千
万
も
の
人
た
ち
が
飢
餓
に
苦
し
ん

で
い
る
な
か
で
、
限
り
あ
る
食
料
資
源
の

無
駄
使
い
が
許
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

望
ま
し
い

無駄になってしまったｴﾈﾙｷﾞｰ
（供緒熱量と摂取繍量の腱移）ＫＣ絹

2UED［ 

2.70〔

2ｍ[ 

250［ 

EdlD［ 

2.30［ 

2.2m 

2.10Ｃ 

2.000 

1.叩Ｕ

栄
養
生
活
の
提
起
を

'９６０６５７０７５８００５９０９４〈年】
画鱈斑ﾌﾟ尻７k言笹｢自制嬬鱈謁厘宇衙｢罰屋婁雷鯉晉Ｉ

こんなに減っている米の消費
（国民l人当たりの米消脅鳳の推移）

注
目
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
日
本

人
の
米
消
費
量
は
急
速
に
減
少
し
続
け
る

一
方
で
、
成
人
病
や
子
供
た
ち
の
ア
ト
ピ

ー
な
ど
健
康
上
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
〃
世
界
一
の
長
寿
国
ニ
ッ
ポ
ソ
〃
で
す

が
、
元
気
な
の
は
老
人
だ
け
で
、
子
供
か

ら
働
き
盛
り
の
大
人
言
で
病
気
を
抱
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。こ
う
し
た
食
生
活
と
健
康
面
の
実
態
か

ら
も
、
ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
新
た
な
基
本

法
の
中
で
は
、
食
料
政
策
と
し
て
国
民
の

健
康
を
守
り
、
日
本
の
風
土
に
適
し
た
望

ま
し
い
豊
か
で
多
様
性
の
あ
る
栄
養
生
活

の
あ
り
方
を
提
起
し
、
消
費
と
生
産
の
両

畜
産
物
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
一
‐
□
木
型

食
生
活
」
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ソ
ス
が
と
れ

た
理
想
に
近
い
食
事
と
し
て
世
界
中
か
ら

【kB1
1P「

か
つ
て
、
お
米
を
中
心
に
野
菜
、
魚
、
面
か
ら
政
策
的
に
誘
導
し
て
い
く
よ
う
に

il 

IOD 

９O 

ＢＯ 

７０ 

ｍ 

雷880Kg 

、、 746kg 1国ヨワミ

、" m8I(： 

Ｐ 
96Ｕ６５７Ｄ７５ＵＵＵ５９Ｄｇ５（年】

鰹4t氷浬歯rgElZ簿１２鐙''二よる

農
地
法
で
は
一
農
業
生
産
法
人
」
、
具

体
的
に
は
農
事
組
合
法
人
、
合
名
会
社
、

合
資
会
社
、
有
限
会
社
が
農
地
を
持
つ
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
株

式
会
社
の
農
地
取
得
は
認
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
現
在
、
経
済
界
を
中
心
に
、
株
式

会
社
に
農
地
に
関
す
る
権
利
を
与
え
て
、

農
業
に
参
入
を
認
め
る
べ
き
だ
と
い
う
主

張
が
さ
れ
て
い
蛍
す
。

し
か
し
、
バ
ブ
ル
時
に
株
式
会
社
が
土

地
投
機
を
目
的
と
し
た
仮
登
記
に
よ
る
農

地
取
得
や
、
山
林
原
野
を
乱
開
発
し
た
経

過
は
皆
さ
ん
よ
く
ご
承
知
の
通
り
で
す
。

さ
ら
に
株
式
は
譲
渡
性
が
あ
る
た
め
、

農
業
以
外
の
資
本
に
よ
り
会
社
が
支
配
さ

れ
た
と
き
、
農
家
は
経
営
に
参
加
で
き
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
農
業

経
営
が
行
き
詰
ま
っ
た
ら
株
式
会
社
は
農

業
か
ら
撤
退
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
性
格
の
株
式
会
社
が
参
入

し
て
く
れ
ば
、
農
地
利
用
は
農
村
集
落
の

機
能
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
た
め

に
、
農
村
の
荒
廃
や
地
域
社
会
が
維
持
で

き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
理
由
か
ら
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
株
式
会
社

の
農
地
取
得
に
は
反
対
で
す
。

※
公
共
塵
驫
構
の
意
見
広
告
か
ら

求
め
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
の

農
地
取
得
に
反
対
し
ま
す

瓢ゼニツポェｊＡグループ
97.1［ 

グガ

蟹 880|<ｇ 

、

、

竃
7461<８ 

､6鯛''｝



開
催
日
時
平
成
九
年
Ｉ
川
二
十
八
日

開
催
場
所
中
標
津
町
農
協
１
会
議
索

〈
審
議
事
項
〉

｜
、
平
成
九
年
度
九
月
末
財
務
状
況
に

つ
い
て

二
、
平
成
九
年
度
几
月
末
了
算
統
制
計

画
に
つ
い
て

一
一
一
、
組
合
員
変
格
の
変
更
に
つ
い
て

囚
、
空
気
清
浄
機
の
導
入
に
つ
い
て

五
、
平
成
十
年
度
営
農
計
画
樹
立
に
あ

た
っ
て
の
基
本
方
針
と
単
価
表
の
作

成
に
つ
い
て

六
、
Ａ
コ
ー
プ
新
店
舗
建
設
に
係
る
設

計
・
監
理
と
開
発
行
為
の
委
託
契
約

締
結
に
つ
い
て

七
、
平
成
九
年
度
北
海
道
農
業
元
気
づ

く
り
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

〈
協
議
事
項
〉

『
後
継
者
組
合
加
入
の
推
進
に
つ
い

て 遅
瘻
陰の
墜
饅

第
七
回
理
事
会

二
、
全
通
Ｊ
Ａ
大
会
参
加
儲
の
人
選
に

つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

て
生
乳
生
産
状
況
に
つ
い
て

二
、
平
成
几
年
度
で
ん
粉
工
場
操
業
経

過
実
績
（
十
月
二
卜
Ⅱ
現
在
）
に
つ

い
て

三
、
平
成
九
年
度
畑
作
一
一
一
肋
の
価
格
決

定
に
つ
い
て

四
、
平
成
几
年
度
九
月
末
購
買
事
業
概

要
に
つ
い
て

血
、
平
成
几
年
度
几
月
末
生
活
店
舗
事

業
概
要
に
つ
い
て

八
、
平
成
九
年
度
九
Ⅱ
未
金
融
・
共
済

事
業
概
要
に
つ
い
て

七
、
道
來
地
区
肥
料
供
給
体
制
の
何
編

に
つ
い
て

八
、
ス
タ
ン
ド
裏
通
り
の
道
路
改
良
上

事
に
伴
う
補
償
費
（
概
算
）
に
つ
い

て

九
、
農
地
保
有
〈
ロ
理
化
事
業
の
対
比
に

つ
い
て

十
、
第
四
次
地
域
農
業
振
興
計
画
策
定

審
議
委
員
の
決
定
に
つ
い
て

十
一
、
中
標
津
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
花
園

出
場
の
寄
付
に
つ
い
て

十
二
、
特
別
農
政
対
策
に
つ
い
て

F￣１ 

平成群度畑作S品の価格決定 原料基準価格

14,2701'１／'し（▲0.9790,▲140円／ﾄｼ）

ロ、馬鈴しょでん粉の買入基準I111i格

113.66311]／トパ▲2.4706､▲2,877円／い

３。甘しょ

イ、甘しょのと'三産着Ｉｉｌｉ格

原料基準(IIT格

25,401円／し(▲0.2700,▲68円/ら)

取引指導価格

31,740円／トン(▲0.41％､▲13011]／Ｌ）

ロ、甘しょでん粉の買入基喉｛､格

141,519円／トン(▲］’70％､▲2,4471正]／ト」

４．大豆

イ、基準価格（銘'１｣Li区分１１．２等価格）

14,16011Ｌ60kg(前年11,218円/60kg)

(対前年▲5811､▲0.41％)

ロ、流通改善緊急対策の拡允

特別集荷促進対策費

600円(60kg)→680円（60kg）

（対前年十80円、＋13.3％）

へ最`低標準額

5,9401']／60kg(前年5,730円／60kg）
（対Iiii年＋2101ﾕＬ＋3.790）

平成９年度の価格連動については、財政構

造改革や規制緩和の推進など厳しい引き下げ

圧力の中での運動展開とな')、平成３年度改

定以降６年ぶ|)ではありますが、下記の通'）

引き下げらｌし決定しました。

１．てん菜

イ、てん菜の生産者価格

最低生産者価格17,1401｣]／診，

（▲0.98％､▲170円／;」

基準糖度帯上限､下限と６０．１度引き上げ

られ]6.7度以上17.0度以~|､~となりました，

ロ、てん菜糖低コスト推進費（高能率計阿生

産推進費）は、新たな生産技術の導入や共

同生産体制の整備など、てん菜の低コスト

生産に向けた取組みを強化するため、平成

ｇ年産から３カ年を目途に1901二']／しが措

置されました。

二、てん菜の事業団貫入｛､格

174,416円／ﾄﾝ(▲2.1410,▲3,811ｍ/ﾄｼ)

２．馬鈴しょ

イ、馬鈴しょの生歴者価格

上司

/’ 
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酪農実習生秋の交流会
Z層雲、

長期実習生による交流会が10月ｇ曰行なわれまし

だ。

前曰の雨もあがり好天の中、農協を出発し、はじ

めに南に'｡ほ場でのいも掘りを体験。灰に標津のサー

モンバーワを見学し、あだち釣堀へと向かい釣りを

楽しみましだ。目食は焼肉やチヤンチヤン焼きを囲

み、話しにも花か咲き、楽しい秋の－曰ろすごしま

し７Ｆへ

火晴れの中､大ハッスル女性部ﾊﾟｰｸｺﾞﾝﾚﾌ交流会

１０月Ｓ曰(水)に、女性部'|亘例のバークゴルフ

交流会か弱催されましだ。当初の言|画では９月

に予定されていたのですが、台風の影響で延期

ざ7r'ており、合回の開催も大変ID配されましだ

が、当曰はちょっと風は強いものの、絶好の秋

晴れ。参加言18人はマイスティツワ片手に、８

人－４人のグループを作ってコースへ。

「ワーワー、キヤーキヤー」と声も高らかに、

笑い声の厄えない様子で、それぞれ患いつきり

藥し加雇後、焼肉を囲んでの交流会へと続き、

部＝同士の親睦を深めました。

腐司

0鴫れてよかった」と笑顔いっぱし、

上手にうてるかな？
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'97ホクレン大収穫祭へ出店葱かしべつミルクロード

１０局21曰から27曰まで､'9771〈クレ

ン大収穫祭へ出店いだしましだ。

小樽にＭｌＬＫＲＯＡＤなかしく

つというテイクアウトショップを出

店しているということもあり、ソフ

トクリームを中ｌＵ'二乳製品・伯爵・

紅爵も大変好評でしだ。
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夢をネットワークにのせて北海道農業情報研究会ﾊﾐﾝｸﾞw根室大会
組織の枠を超え厄個人レベルでの会員相互の交

流を通して．農業に関わる'|青報やメディアのより

よい活用を考え、農業・農村における'|青報化の推

進を図ることを目的とする「北淘道農業I情報研究

会ハミングＷ根室大会｣が10月18□、別悪町中央

公民館で開催されましだ。

この大会は、根室、釧路管内で
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青年部も特産品のＰＲに努め害しﾌﾞニ

の開催は初めてで、管内の酪農家

だけでなく､各地から500人を超え

る参加者が集まりましだ。

会場には、各パソコンメーカー

などの最新酪農'檮報システムなど

か展示され、参加者は熱｣Ｕｌこ説明

を闇いていましだ。

まだ根室菅内の特産物を展示・

即売する「ふれあい広場」ては農

協青年部が､{白請いも・ケフィア・

オーレ・コーヒー牛乳など中標津

の特産品をＰＲしましだ。
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東京中標津会

会鬘募集のご案内
「東京中標津会｣は中標津に在住していた方、ゆか'）

のある〃を中心に集まっている会です。

ふるさと中標津への思いを込めて、会員相互の親睦

会の開催、ふるさとツアーの実施、会報の発行などを

行ない「ふるさと中標津の応援岡」として交流を深め

ていますが、会の存在を知らず入会のチャンスの無い

方力相当数いるかと思われます。

ご家族の方で修学、蛎勤、転居などによ')東京を中

心に首都圏（千葉県、埼玉県、神奈川県など）に在住

している方がいらっしゃいましたら是非管理電算課ま

でご紹介ください。

第７１pl理事会

女性部支部長会議

てん菜生産振興会役員会

中標津乳牛改良同志会役員会

新店舗建設委員会

女性部三役会

青年部幹事会

－，皆貯金

一日皆貯金

青年部役員会

馬鈴しょ出荷督励

第１０回役員協議会

第４１m管理購買委員会

巡|｢'|体力測定

第６Ｍ営農委員会

第８回理事会

企画会議
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見事な菊の花ずらり
第16回なかしくつ菊花展

１０月311｣から11月３日まで第]61p1なかしくつ菊花展

か、中標津Ⅱ'1総合文化会館で開催されました。

今年の菊花展には、菊ｲﾋﾟ同好会とIlL標津農業高校か

ら､色鮮やかな339点の人輪菊などがｌｌ１１展されました。

また」Ⅲ売会コーナーでは野菜生産組合の越冬野菜、

つけもの、いもだんごなどの販売も行なわれました。
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編集後記

早いものでもう１１月・紅葉の季節

も終り、そろそろ冬仕度の準備が始

まります。

馴合員の皆様におかれましては馬

鈴しょやビートの収穫作業、堆肥散

化など、最後の追い込みで大変忙し

い毎日のことと思いますが、くれぐ

れも蕊攻のないよう注意して下さい。

また、朝夕の冷え込みも一段と厳

しくなります。これから益々寒くな

りますので風邪などひかぬよう健康

には充分気を｛､l･けて1▼さい。
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